
告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
一
号 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
執
行
の
見
沼
代
用
水
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
に
お
い
て
当

選
証
書
を
付
与
し
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 

 



 

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

選
挙
区

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

当
選
証
書
付
与
年
月
日

埼
玉
県
加
須
市
油
井
ケ
島
百
九
十
六
番
地

埼
玉
県
加
須
市
常
泉
三
百
四
十
四
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
外
田
ケ
谷
八
百
三
十
三
番
地

埼
玉
県
加
須
市
上
崎
八
百
五
番
地

埼
玉
県
行
田
市
大
字
下
中
条
四
百
番
地
一

埼
玉
県
行
田
市
大
字
酒
巻
千
八
百
八
十
五
番
地

埼
玉
県
行
田
市
大
字
南
河
原
千
九
百
六
十
番
地

埼
玉
県
行
田
市
大
字
須
加
四
千
四
百
九
十
二
番
地

埼
玉
県
行
田
市
大
字
荒
木
三
千
五
百
七
十
番
地

埼
玉
県
行
田
市
大
字
荒
木
千
九
百
十
三
番
地
二

埼
玉
県
行
田
市
大
字
真
名
板
二
千
二
百
六
番
地

埼
玉
県
行
田
市
大
字
若
小
玉
三
千
九
百
二
番
地

埼
玉
県
行
田
市
大
字
下
須
戸
千
四
百
五
十
二
番
地
一

埼
玉
県
行
田
市
大
字
斎
条
三
百
五
十
四
番
地
一

埼
玉
県
行
田
市
大
字
斎
条
千
三
百
三
番
地

埼
玉
県
羽
生
市
大
字
上
新
郷
千
七
百
三
番
地

埼
玉
県
羽
生
市
大
字
下
新
郷
千
二
百
九
十
九
番
地

埼
玉
県
羽
生
市
大
字
上
新
郷
千
四
百
五
十
九
番
地
一

埼
玉
県
羽
生
市
大
字
上
新
郷
五
千
八
百
三
十
六
番
地

埼
玉
県
羽
生
市
大
字
下
新
田
五
十
一
番
地

住
 
 
 
　
　
 
 
所

杉
村
　
　
幸
雄

関
和
　
　
俊
雄

清
水
　
　
豊
一

坂
本
　
金
三
郎

株
式
会
社
と
き
お
ふ
ぁ
ー

む

石
川
　
 
敏
雄

今
村
　
　
亀
久

羽
鳥
　
富
士
郎

北
岡
　
　
　
一

國
島
　
　
健
一

岡
田
　
 
元
章

渡
邉
　
 
俊
夫

平
社
　
 
輝
男

鈴
木
　
　
一
夫

神
田
　
　
一
雄

関
根
　
　
　
宏

根
岸
　
　
　
凱

鈴
木
　
　
敏
夫

常
見
　
　
　
昇

青
木
　
　
一
夫

氏
　
　
　
名



 

第
四
区

第
四
区

第
四
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

選
挙
区

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

当
選
証
書
付
与
年
月
日

埼
玉
県
鴻
巣
市
北
根
千
四
百
四
十
一
番
地

埼
玉
県
鴻
巣
市
上
会
下
五
百
十
一
番
地
の
ロ
号

埼
玉
県
鴻
巣
市
新
井
百
三
十
六
番
地

埼
玉
県
加
須
市
上
種
足
三
百
六
十
四
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
平
永
八
百
四
十
三
番
地

埼
玉
県
加
須
市
志
多
見
五
百
三
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
中
種
足
千
百
八
十
六
番
地

埼
玉
県
加
須
市
阿
良
川
七
百
八
番
地

埼
玉
県
加
須
市
下
崎
千
九
百
四
十
四
番
地

埼
玉
県
加
須
市
馬
内
四
百
九
十
一
番
地
二

埼
玉
県
加
須
市
日
出
安
五
百
八
十
四
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
戸
室
千
二
百
十
六
番
地

埼
玉
県
加
須
市
鴻
茎
千
三
百
七
十
六
番
地

埼
玉
県
加
須
市
芋
茎
三
百
五
十
五
番
地

埼
玉
県
加
須
市
牛
重
千
三
十
七
番
地

埼
玉
県
加
須
市
串
作
五
百
二
十
五
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎
二
百
三
番
地

埼
玉
県
加
須
市
南
篠
崎
千
四
百
二
十
三
番
地

埼
玉
県
加
須
市
北
辻
七
百
六
十
六
番
地

埼
玉
県
加
須
市
水
深
八
百
九
十
五
番
地

住
 
 
 
　
　
 
 
所

矢
澤
　
庸
次
郎

渡
辺
　
　
　
浩

相
原
　
　
一
夫

新
槇
　
　
英
之

新
井
　
　
健
夫

増
田
　
　
公
夫

眞
田
　
　
進
一

古
峰
　
　
正
雄

増
田
　
　
広
美

榎
本
　
　
太
英

関
口
 
　
恒
夫

大
島
　
　
芳
雄

小
森
谷
　
泰
良

江
川
　
　
芳
夫

関
根
　
　
賢
司

町
田
　
　
辰
男

正
能
　
　
輝
夫

中
里
　
　
美
信

大
熊
 
　
孝
治

藤
井
　
　
　
洋

氏
　
　
　
名



 

第
七
区

第
七
区

第
六
区

第
六
区

第
六
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
五
区

第
四
区

選
挙
区

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

当
選
証
書
付
与
年
月
日

埼
玉
県
白
岡
市
実
ケ
谷
四
百
四
十
四
番
地
一

埼
玉
県
白
岡
市
高
岩
千
二
百
九
十
八
番
地

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字
蓮
田
九
百
六
十
六
番
地

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字
高
虫
三
百
八
十
五
番
地

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字
閏
戸
三
千
二
百
五
十
五
番
地
六

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
菖
蒲
二
千
百
十
六
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
三
箇
千
五
百
七
十
五
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
本
町
六
丁
目
十
七
番
二
十
九
号

埼
玉
県
久
喜
市
除
堀
千
二
百
九
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
中
妻
二
百
五
十
九
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
久
本
寺
七
百
二
十
三
番
地
一

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
柴
山
枝
郷
千
六
百
六
十
九
番
地
の
一

埼
玉
県
久
喜
市
江
面
六
百
八
十
四
番
地
八

埼
玉
県
久
喜
市
北
青
柳
四
百
八
十
九
番
地
一

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
上
大
崎
三
百
四
十
二
番
地
の
一

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
新
堀
三
百
三
十
八
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
下
清
久
三
百
二
十
九
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
六
万
部
十
四
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
台
七
百
八
十
二
番
地

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原
二
千
七
百
八
十
五
番
地

住
 
 
 
　
　
 
 
所

野
口
　
　
保
男

小
島
　
　
　
卓

金
井
塚
　
　
豊

石
井
　
　
平
夫

齋
藤
　
　
重
信

中
根
　
　
　
忠

坪
井
　
　
　
茂

濵
田
　
　
一
雄

飛
澤
　
　
邦
松

矢
野
　
　
信
行

永
田
　
　
三
郎

豊
田
　
　
勝
已

野
口
　
　
和
幸

柳
　
　
　
知
明

堀
部
　
　
一
夫

伊
藤
　
　
　
清

野
口
　
　
　
昭

瀬
田
　
　
正
夫

荒
井
　
　
久
雄

安
藤
　
　
伸
雄

氏
　
　
　
名



 

第
十
一
区

第
十
一
区

第
十
一
区

第
十
一
区

第
十
一
区

第
十
一
区

第
十
区

第
十
区

第
十
区

第
十
区

第
九
区

第
九
区

第
八
区

第
八
区

第
八
区

第
八
区

第
八
区

第
七
区

第
七
区

第
七
区

選
挙
区

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

当
選
証
書
付
与
年
月
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
下
山
口
新
田
百
八
十
二
番
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
大
和
田
町
一
丁
目
三
百
十
九
番
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
宮
本
二
丁
目
二
十
四
番
地
五

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
三
室
千
百
七
十
三
番
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
大
字
丸
ヶ

崎
千
百
六
十
七
番
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
大
字
東
宮
下
七
百
八
十
八
番
地

埼
玉
県
春
日
部
市
谷
原
新
田
千
八
百
五
十
七
番
地
六

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
高
曽
根
千
五
百
三
十
番
地

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
恩
間
新
田
三
百
七
十
九
番
地

埼
玉
県
越
谷
市
宮
本
町
二
丁
目
百
八
十
二
番
地

埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字
大
針
四
百
八
十
五
番
地
一

埼
玉
県
上
尾
市
大
字
瓦
葺
千
三
百
六
十
四
番
地

埼
玉
県
春
日
部
市
内
牧
三
千
三
百
十
一
番
地

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
宮
東
五
百
四
十
五
番
地

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
東
四
百
四
十
三
番
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
鹿
室
千
三
百
七
十
番
地

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
東
粂
原
九
百
二
十
五
番
地

埼
玉
県
白
岡
市
柴
山
九
百
九
十
八
番
地

埼
玉
県
白
岡
市
白
岡
九
百
七
十
八
番
地

埼
玉
県
白
岡
市
岡
泉
四
百
九
十
七
番
地

住
 
 
 
　
　
 
 
所

早
船
　
　
松
次

小
林
　
長
一
郎

石
井
　
　
幸
男

武
笠
　
　
佳
司

大
熊
　
　
光
義

猪
原
　
　
精
二

田
嶋
　
 
芳
雄

清
水
　
 
清
一

新
坂
　
 
　
進

金
子
　
　
　
勇

濱
野
　
 
弘
之

渡
邉
　
 
悠
次

齋
藤
　
　
　
栄

島
村
　
　
文
雄

鈴
木
　
　
康
雄

中
里
　
　
　
仁

井
上
　
　
　
清

大
熊
　
　
清
司

青
木
　
　
　
一

利
根
川
　
英
夫

氏
　
　
　
名



 

第
十
二
区

第
十
二
区

第
十
二
区

第
十
二
区

第
十
一
区

第
十
一
区

第
十
一
区

第
十
一
区

第
十
一
区

第
十
一
区

選
挙
区

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

当
選
証
書
付
与
年
月
日

埼
玉
県
川
口
市
大
字
峯
七
百
八
十
五
番
地

埼
玉
県
川
口
市
大
字
安
行
領
根
岸
千
七
百
八
十
六
番
地

埼
玉
県
川
口
市
大
字
辻
八
百
六
十
三
番
地
の
一

埼
玉
県
川
口
市
大
字
安
行
領
家
五
百
四
十
一
番
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
間
宮
六
百
二
十
番
地
二

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
大
字
膝
子
三
百
番
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
南
部
領
辻
三
千
百
八
十
八
番
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
大
字
中
川
千
百
五
十
番
地
二

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
上
野
田
四
百
六
十
四
番
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
上
野
田
三
百
四
十
番
地

住
 
 
 
　
　
 
 
所

鈴
木
　
　
裕
健

飯
塚
　
　
一
利

肥
留
間
　
広
幸

小
林
　
　
　
進

増
田
　
　
清
仁

小
泉
　
　
茂
雄

浅
子
　
　
幹
夫

松
沢
　
　
英
夫

井
上
　
　
　
眞

栗
原
　
　
正
美

氏
　
　
　
名


